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職業ドライバー教育の
これからの在りかた

 

国立研究開発法人防災科学技術研究所

島崎 敢
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自己紹介
● 島崎敢（しまざきかん）
● 心理学や人間工学など人間側からのアプローチ
によって事故・災害リスク削減を目指す研究者

● 元トラックドライバー
● 所属学会：交通心理学会，人間工学会，自動車
技術会，医療の質・安全学会，産業組織心理学
会，プラントヒューマンファクター学会ほか

● 主な資格：主任交通心理士，大型二種，牽引，
玉掛け，車両系建設機械，危険物取扱乙4など

● 趣味：料理，素潜り，ヘアアレンジ
● http://shimazakikan.com/
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今日の話題
● 学習心理学から見たドライバー教育
● 動機づけや職業自尊心から見たドラバー教育
● レジリエンスエンジニアリングから見たドライ
バー教育
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オペラント条件づけ

レバーを
動かした

餌が出た

またやって
みよう

＋

http://www.visualphotos.com/



  5

オペラント条件づけ

レバーを
動かした

餌が出た

またやって
みよう

＋

日曜にスー
パーにいった

野菜が
安かった

また行って
みよう

＋

遅刻した

怒られた

もうやめよう

ー
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オペラント条件づけ

レバーを
動かした

餌が
出なかった

もうやめよう

勉強を
頑張った

褒められ
なかった

もうやめよう

＋

遅刻した

怒られ
なかった

またやろう

ー＋
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道路での条件づけ
危ない
運転をした

何も
なかった

またやろう

ー

安全運転
をした

得を
しなかった

もうやめよう

＋

危ない
運転をした

事故った
捕まった

もうやめよう

ー

低頻度
学習されにくい

高頻度
学習されやすい

高頻度
学習されやすい
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ゴールド免許や保険料での条件づけ
安全運転
をした

ゴールド
免許になった

またやろう

安全運転
をした

得を
しなかった

もうやめよう

＋

安全運転
をした

保険料が
下がった

またやろう

直後でないので
学習されにくい

直後でないので
学習されにくい

直後なので
学習されやすい

＋ ＋



  9

ƟÁmËŰ
● ÚÄ¶TƟÁr¬1Y26ËŰ?f`C1
● ÚÄ¶r�ŲTĈ±TY26ËŰ?f`C1
● -ÕÈo�Ì.ƟÁSĩXk-krv}�~.
rƟÁ6Ĵ1

● -ÕÈo�Ì.S®Ce>ơŊrym��s6
ŷ1

  10

ƌTŮăÇ
● ƌSƏfkAZ2TObdÚ1ƌ6ěÖmoe
● ƌmƣM9�Ųbd^ƌiİ3cfeīŐiËŰCeĦ
ČÛ60e/©k1o1m=goc`Kk^�Ǝľon

● ūTŎ1�Ųiø`CĦČÛ60e
● -`Kkr1;o1.=mrŏhe6-n2Cfsb1
5.6ŏhco1/Ĭœ´SoeĦČÛ^

● İ3eďiİ3cfeďT�²ºĒiŎÄ?Ee

  11

=fZOT��m�*ĆĿTŇ
● ÑdźZdSbeƌ�%õâ

– ƛƋƟÁ6ĴC8e
– ÑdźZdi`Kko1¨Ü`ÑdźZcfo1µĉr`Kk
^ĭ1mƙĺ1Ce

– ��m�*rģŕiƒ1Soe
● Ĩ��*q6ö1��m�*i4ĸĆ

– ķÆ¢r}*yzo{r6�ĝ
– ��m�*rķÆ¢iƒ1Soe

  12

¸A1ĆĿTŇ
● -ĭ1ćġ.rëŌÁx�u*OrƤ3cfo1
● ��m�*6-À�T¤ƘO7ećġ.Tųſi¤
¦OĎd�AkĄ�
– ķÆ¢rļKk1eI;Oĭ1
– ĭ1ćġi[joOĘĐ
– À¥T�w~oni¼]kÍƔ
– ��m�*rěƁOÕÈoćġiAb2mCe



  13

 řSoco1=m5cËW
●  ř5cËW=mrö1

– eIAA®î6ä\m ř6õdAËW�y6o9oK
k9e

● �¹ ř6į7e²SA řSoco1è×¹T~
�{�60e
– - řSoco1=m.r- ř.bd^Â»eo1e
]AØŘ´SĹÂAo;fsƍf?ffe

– A5A- řSoco1=m.5cËW=mrö1ra

  14

権威勾配

上司

部下

上司

部下
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わかんないけど
うるせえから
従っとくか

部下

上司

ルールだから
とにかく従う
ように！

はいはい

部下は間違いを
訂正しにくい
思考停止に陥る

なんか変だけど
上司が言ってるから
まあいっか

あいつ
失敗しない
かなあ
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もっと良くする
にはどうしたら
いいだろう

部下
上司

目標の為に
ルールを作ったので
みんなで守って
目標を達成しよう

わかりました

部下は前向きな
提案をしやすい
自主的に行動できる

こんな工夫も
できるよなあ
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仕事

資格
性格

趣味
持ち物

容姿

自分の価値

自己評価は高いほうが良い
自己評価のための情報の多くは他者評価
個人差はあるが，仕事のウエイトは比較的重い

評価とモチベーション
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仕事資格
性格

趣味
持ち物

容姿

自分の価値

仕事で評価されない場合，自分の価値と仕事は無関係
だと思うようになる
自尊心の防衛には有効だが，仕事が適当になる
ますます仕事の評価が下がる

脱同一視
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負のスパイラル
● 低すぎる評価とモチベーションの低下は負のス
パイラルをもたらし，事故リスクを高める

手抜きや
違反

脱同一視
の加速

否定的評価の
現実化

モチベーショ
ンの低下
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評価とモチベーション
● 不当に高い評価はできないが，感謝や敬意を示
すことは可能
– 「いつもありがとう」
– 「ご苦労様」
– 「助かってるよ」

● 可能な範囲で権限を移譲することも重要
– 「任せてもらったからしっかりやらなきゃ」
– 「目的はなんだっけ？」
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機械 人間
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システム
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機械 人間
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三河島事故（1962）
● 貨物列車運転士が信号を見間違えて本線横の安全
側線で脱線，本線側に傾いた

● 本線を走ってきた下り列車が脱線していた車両に接
触して脱線，乗客が上りの線路で避難を始める

● 上り線を走ってきた列車が避難している人を次々と
はね，下り線で脱線している車両に衝突して横転，
高架下に転落

● 死者160名，負傷者296名
● （ボヤ程度では）安易に乗客を外に出してはいけ
ない・・
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北陸トンネル火災（1972）
● 夜行列車で火災が発生し長いトンネル内で緊急
停止

● 火災によって送電が止まったため列車が立ち往生
● トンネル内に煙が充満し，死者30名負傷者714
名を出した

● 後に実験を行い，長大トンネル内の火災では，
停車するより窓を閉めてそのまま走り抜けてし
まったほうが安全との結論が出た

● トンネルの中で停車してはいけない・・
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JR北海道トンネル火災（2011）
● 特急列車がトンネル内脱線で火災になった
● 火災＋トンネル内での停車は想定外
● マニュアル→「炎が見えなければ車内待機」

– 車外に出ると轢かれるリスクがある
● マニュアルを守った乗務員は待機を指示

– 乗客が制止を振り切って脱出し結果的に死者は出
なかった

● マニュアルの本当の目的は？
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パイロットの事故遭遇可能性
● 軽微障害（エンジンの軽微なトラブル程度）

– 103時間に1度：1.7年
● 重大障害（困難性を伴うが，普通は死者が出な
い程度）
– 105時間に1度：35年間務めるパイロット5人に1人

● 危険段階の障害（少数の死者を出す程度）
– 107時間に1度：500人に1人

● 年間飛行時間600時間で算出
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